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人体の構造と機能の異常と疾病の成り立ち

解剖生理学-Iの学習内容の復習とともに、臨床実習に向けた病態生理の理解を目的とした授業内容となる。
これには、人体の構造と機能の基本を理解した上で、それらの異常が疾病の発症にどのようにかかわりあってい
るかを理解して行く狙いがある。つまり、解剖生理と病態生理の２面から学習する内容である。
また、臨床実習で特に重要となる主要な疾病の予防と治療にも役立てられるような内容にして行く。
理解を深めるためにワークシート・課題演習も盛り込み、記憶に残り易くなるよう工夫した授業を目指す。
　

１．疾病診断の概要
２．疾患治療の概要　
３．疾患による細胞・組織の変化
４．栄養と代謝
５．消化器系
６．循環器系
７．腎臓・尿路系
８．内分泌系

　９．神経・精神系
１０．呼吸器系
１１．血液・造血器・リンパ系
１２．運動器（筋骨格）系
１３．感染
１４．免疫と生体防御
１５．悪性腫瘍
　上記の一部には、ペアにした一括講義もある。

教）『人体の構造と機能および疾病の成り立ち　　疾病の成因・病態・診断・治療』（医歯薬出版）
参）『○X 問題でマスター　解剖生理』（医歯薬出版）

小テスト（毎回）、出席状況、授業態度

教科書と解剖生理学の本（２年次の教科書）は常に持参する事が望ましい。いずれも、しっかり予習復習して真
剣に取り組むようにしましょう。

http://www.icc.ac.jp/


